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１
， 

平
和
を
守
る
施
策
の
拡
充
に
つ
い
て 

質
問
被
爆
国
で
あ
る
日
本
の
政
府
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
交
渉
会
議

を
開
く
よ
う
求
め
る
国
連
総
会
決
議
に
反
対
し
、
３
月
２
７
日
か
ら

始
ま
る
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉
会
議
に
参
加
す
る
か
ど
う
か
ま

だ
決
め
て
い
な
い
。 

 

市
長
は
核
兵
器
禁
止
を
第
一
に
考
え
て
い
る
と
発
言
さ
れ
て
い

る
が
、
平
和
首
長
会
議
に
参
加
し
て
い
る
市
長
と
し
て
、
国
に
対
し
、

日
本
が
核
兵
器
禁
止
交
渉
会
議
に
参
加
し
、
禁
止
条
約
実
現
へ
唯
一

の
被
爆
国
と
し
て
努
力
す
る
よ
う
に
申
し
い
れ
る
考
え
を
表
明
し

て
ほ
し
い
が
い
か
が
か
。 

ま
た
、
本
庄
市
は
、
中
学
校
で
、
被
ば
く
パ
ネ
ル
展
を
開
き
、
ビ

デ
オ
の
視
聴
な
ど
行
っ
て
い
る
が
、
広
島
・
長
崎
の
被
爆
者
は
８
０

歳
を
超
え
て
い
る
な
か
、
生
の
話
を
聞
く
機
会
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

現
状
を
ふ
ま
え
、
本
庄
市
で
も
平
和
教
育
の
な
か
で
、
埼
玉
県
内
に

い
る
被
爆
者
の
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。 

ま
た
、
広
島
市
の
被
ば
く
２
世
の
木
、
ア
オ
ギ
リ
の
植
樹
に
つ
い

て
は
実
施
す
る
と
い
う
答
弁
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
い
つ
、
ど
こ

に
植
樹
す
る
の
か
伺
い
た
い
。 

答
弁 

○
首
長
会
議
で
交
渉
会
議
に
出
席
し
て
ほ
し
い
と
い
う
公
開
書
簡

を
出
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
と
で
本
庄
市
と
し
て
の
姿
勢
に
か
え

た
い
。 

○
被
爆
者
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
も
貴
重
な
機
会
で
あ
る
の
で
再

度
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

○
植
樹
は
行
っ
て
い
く
が
、
高
さ
１
５
メ
ー
ト
ル
に
も
成
長
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
場
所
の
検
討
に
手
間
取
っ
て
い
る
。 

  

 

 
 
 
 

 

     

反
対
し
た
の
は
核
保
有
国
や
、
米
国
の
同
盟
国
な
ど
、
ほ
ん
の
一
握

り
の
国
々
で
、
国
連
に
加
盟
す
る
過
半
数
の
国
々
の
政
府
や
自
治

体
、
国
際
機
関
、
草
の
根
の
人
々
は
核
兵
器
禁
止
条
約
を
望
ん
で
い

ま
す 

―１― 

 

本庄ケーブル 

テレビから掲載 

国
民
健
康
保
険
の
今
後
に
関
連
し
て 

質
問 国

民
健
康
保
険
は
国
保
以
外
の
公
的
医
療
保
険
の
対
象
と
な

ら
な
い
人
々
が
す
べ
て
国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
性
格
上
、
他
の
公
的
医
療
保
険
に
比
べ
て
高
齢
者
の
加
入

率
が
高
く
、
無
職
の
方
の
加
入
者
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
負
担
能
力
も
高
く
な
い
人
た
ち
が
加
入
し

て
い
る
保
険
で
あ
る
。 

 

本
庄
市
の
保
険
税
の
所
得
に
占
め
る
割
合
は
、
県
内
で
ト
ッ
プ

の
税
率
で
、
２
０
１
６
年
の
４
月
段
階
で
、
４
人
世
帯
で
夫
、
妻

が
４
５
歳
、
高
校
生
と
中
学
生
の
世
帯
で
総
所
得
２
０
０
万
円
の

場
合
１
６
，
８
％
、
総
所
得
３
０
０
万
円
で
１
６
，
４
％
（
県
内

で
最
高
）
、
所
得
１
０
０
万
円
の
２
人
世
帯
で
も
１
６
，
３
％
（
県

内
２
番
目
）
の
高
さ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
保
険
証
の
な
い
資

格
証
明
書
世
帯
が
１
３
５
、
６
ヶ
月
の
短
期
保
険
証
世
帯
は
５
８

２
で
、
ず
ば
ぬ
け
た
発
行
数
と
な
っ
て
い
る
。 

来
年
２
０
１
８
年
度
か
ら
の
国
保
の
県
単
位
化
を
ひ
か
え
、
以

下
の
こ
と
を
伺
う
。 

○ 

市
が
県
に
納
め
る
と
い
う
納
付
金
の
金
額
は
い
く
ら
な
の

か
、
全
額
県
に
納
付
す
る
と
い
う
こ
と
は
滞
納
分
は
市
が
負

担
す
る
の
か
、
１
７
０
０
億
円
の
国
の
財
政
支
援
は
ど
う
な

る
の
か 

○ 

保
険
料
は
今
よ
り
上
が
る
の
か 

○ 

市
の
法
定
外
繰
り
入
れ
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か 

○ 

こ
の
機
会
に
、
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
し
て
ほ
し
い
が
ど
う

か 

○ 

健
康
推
進
の
た
め
の
健
診
の
充
実
と
し
て
人
間
ド
ッ
ク
の
拡

充
、
と
く
に
、
併
診
ド
ッ
ク
の
新
設
に
つ
い
て
は
？ 

○ 

資
格
証
明
書
な
ど
の
発
行
を
や
め
る
こ
と
に
つ
い
て 

答
弁 

○
納
付
金
の
額
は
２
２
億
３
０
０
０
万
円
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

○
保
険
料
の
試
算
で
は
県
平
均
が
１
１
万
６
８
１
１
円
（
１
３

１
、
４
５
％
増
）、
本
庄
市
の
１
人
あ
た
り
保
険
税
が
１
０
万
９

４
３
０
円
（
１
万
８
千
８
１
０
円
、
１
２
０
、
７
６
％
増
）
と
な

っ
て
い
る
。
来
年
１
月
に
本
算
定
の
納
付
金
と
、
標
準
税
額
が
提

示
さ
れ
る
。 

○
広
域
化
後
は
原
則
法
定
外
繰
入
は
行
わ
な
い
と
設
定
し
、
入
れ

た
場
合
は
財
政
健
全
化
計
画
を
提
出
す
る
。
納
付
金
の
不
足
に
は

県
の
財
政
安
定
化
基
金
か
ら
無
利
子
で
貸
付
を
受
け
る
。 

○
今
年
度
の
法
定
外
繰
り
入
れ
が
、
新
薬
な
ど
医
療
費
の
高
騰
で

５
億
円
を
超
え
て
い
る
状
況
な
の
で
、
保
険
税
引
き
下
げ
は
困

難
。 

○
併
診
ド
ッ
ク
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。 

○
税
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
法
に
従
い
交
付
し
て
い
く
が
、

緊
急
時
に
は
解
除
し
て
短
期
証
を
発
行
し
て
い
る
。 
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２
０
１
７
年
度
予
算
に
反
対 ―

日
本
共
産
党
― 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
済
政
策
に
よ
り
、
大
企
業
や
一
部
の
富
裕
層
に
は
大
き
な

恩
恵
が
あ
り
ま
し
た
が
、
国
民
に
は
多
く
の
苦
し
み
が
強
い
ら
れ
、
格
差
が
ま
す

ま
す
広
が
っ
て
い
ま
す
。
資
本
金
１
０
億
円
以
上
の
大
企
業
の
経
常
利
益
は
２
０

１
２
年
度
と
２
０
１
５
年
度
と
比
較
し
て
１
、
５
倍
近
く
に
増
え
内
部
留
保
は
５

２
兆
円
も
増
え
て
過
去
最
高
の
３
８
６
兆
円
弱
に
達
し
ま
し
た
が
、
働
く
人
の
実

質
賃
金
は
伸
び
悩
み
、
家
計
消
費
は
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
増
え
た
と
い
わ
れ
る
雇
用

も
中
味
を
見
れ
ば
非
正
規
雇
用
が
多
く
を
占
め
、
年
間
新
規
求
人
数
は
２
１
０
万

人
増
え
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
半
数
以
上
は
パ
ー
ト
で
す
。 

今
年
度
の
予
算
に
は
、
が
ん
検
診
な
ど
の
個
人
負
担
の
無
料
化
が
盛
り
込
ま

れ
、
病
気
の
早
期
発
見
と
検
診
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
以
下
の
問
題
点
や
改
善
す
べ
き
点
を
上
げ
て
討
論
し
ま
し
た 

 

◎ 

法
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
、
資
本
金
資
本
金
１
億
円
以
上
の
企
業
に
対
し
、

９
，
７
％
か
ら
１
２
，
１
％
の
制
限
税
率
を
課
し
た
場
合
、
２
０
１
６
年

度
実
績
で
み
た
場
合
２
５
０
社
４
，
３
０
０
万
円
の
収
入
が
見
込
ま
れ
る

の
で
、
こ
う
し
た
か
た
ち
で
増
収
を
図
る
検
討
を
す
べ
き
。 

◎ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
し
金
を
ふ
や
し
て

不
安
定
社
会
の
中
で
健
康
を
保
持
し
、
安
心
で
き
る
施
策
を
進
め
る
こ
と
。 

  

 

［２０１６年度の政務活動費報告］ 

  年間１９２，０００円（限度額） 
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柿沼綾子議員の所属  

総務常任委員会副委員長 

 本庄上里学校給食組合議会議員 

 民生委員推薦会委員 

国
民
健
康
保
険
会
計
予
算
に
反
対 

 

柿
沼
綾
子
議
員 

 

本
庄
市
は
県
内
の
他
市
町
と
比
べ
て
保
険
料
滞
納
に
対
す
る
制
裁
が
き
つ

く
、
短
期
保
険
証
７
４
３
件
、
資
格
証
１
６
２
件
の
発
行
も
、
埼
玉
県
内
の
他

市
町
と
比
較
し
て
も
ず
ば
抜
け
て
多
い
こ
と
、
高
額
療
養
費
の
負
担
限
度
額
の

引
き
上
げ
に
よ
る
負
担
増
な
ど
を
指
摘
し
て
、
資
格
証
な
ど
の
発
行
を
止
め
る

こ
と
を
求
め
て
反
対
し
ま
し
た
。 

（
関
連
記
事
は
裏
面
の
国
保
関
連
一
般
質
問
に
詳
し
く
記
載
） 

日本
共産党

柿
沼
綾
子

巴
　
高
志

堀
口
伊
代
子

粳
田
平
一
郎

柿
沼
光
男

早
野
　
清

明
堂
純
子

清
水
達
夫

広
瀬
伸
一

小
林
 
猛

林
　
富
司

青
木
清
志

富
田
雅
寿

田
中
輝
好

岩
崎
信
裕

高
橋
和
美

小
暮
ち
え
子

清
水
静
子

山
口
　
薫

町
田
美
津
子

金
子
喜
美
子

2015年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
可
決

2016年度国民健康保険会計 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
可
決

2016年度一般会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
可
決

　　３月議会の主な議案に対する議員(会派）の態度 (○は賛成、×は反対、敬称略）

市議団　大地平政倶楽部 
　　　　　　　　会派及び議員名
　
　議　　　案

結
果

市議団未来 公明党 無会派

 

後
期
高
齢
者
医
療
の
改
悪
に
反
対 

 

そ
も
そ
も
こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
を
７
５
歳
で
差

別
し
、
高
齢
者
の
医
療
切
り
捨
て
を
ね
ら
っ
て
で
き

た
も
の
で
す
。 

 

今
回
保
険
料
の
所
得
割
５
割
軽
減
が
２
割
軽
減

に
縮
小
さ
れ
、
１
１
７
２
人
が
影
響
を
受
け
、
元
被

扶
養
者
に
対
す
る
軽
減
の
段
階
的
縮
小
に
よ
る
影

響
も
１
１
６
１
人
が
該
当
す
る
と
い
う
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
の
で
反
対
し
ま
し
た
。 

―２― 

本
庄
市
議
会
三
月
定
例
会
報
告 

２
月
２
７
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た
本
庄
市
議
会
第
１
回
（
３
月
）
定
例
会
は
３
月
２

２
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
税
条
例
等
の
一
部
改
正
、
保
健
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
、
２
０
１
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
２
０
１
７
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
予

算
な
ど
、
計
３
５
議
案
、
お
よ
び
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
、
現
在
２
２
名
の
議
員
定
数
を

１
名
削
減
す
る
「
本
庄
市
議
会
議
員
定
数
条
例
」
の
一
部
改
正
案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

が
提
案
、
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 
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